
県民の脱炭素行動に関するアンケート調査 

 

＜調査概要＞ 

「デカボ愛媛プロジェクト推進事業」の進捗指標を把握するため、県民の脱炭素行動に関する現状と

プロジェクト目標達成に係る数値取得を目的としたアンケート調査を実施。 

＜調査結果サマリ＞ 

愛媛県民の脱炭素行動実践率の現状について 

● 県民全体の行動実践度は44.8%（KPI：70.0％） 

● 特に、30代・40代が行動実践できていない 

アンケート調査結果について 

⚫ 30代・40代の脱炭素アクションが低い要因として、「普段の生活で何をしたらいいか分から

ない」「お金や手間がかかりそう」 「身の回りで取り組む人が少ない」が多く、仕事だけ

でなく、育児やそれに伴う家事で忙しく、最も余裕がない年代であることが背景にあると考

えられる。 

⚫ 会社規模（①～50名②51～500名③501名～）別では、③の行動実践度が最も高く（48.

0％）、②（41.8％）①（35.5％）と数値が落ちている。なお、①の実践できていない理由

として「普段の生活で具体的に何をしたらいいか分からない（44.8％）」が多い。 

  



＜参考：アンケート調査結果＞ 

Q1．脱炭素社会の実現に向けて取り組んでいくことはどの程度必要なことだと考えていますか？ 

 （脱炭素必要性理解度） 

 

 

 

 

Q2．脱炭素社会の実現に向けて、あなた自身が脱炭素につながる行動をしたいと考えていますか？ 

（行動実践意向度） 

 

 

 

 

 

 

 

Q3．普段の生活の中で、どの程度意識して、脱炭素社会に向けた行動をしていますか？ 

（行動実践度） 

 


